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次の【事実】を読んで、後記の［設問１］から［設問４］に答えなさい。（配点は、［設

問１］３０点、［設問２］３０点、［設問３］２０点、［設問４］２０点とする。） 

 

【事実】 

１ 非公開会社で取締役会設置会社であるＹ株式会社（以下「Ｙ社」という。）の発行

済株式総数は２万株であり、そのうちＡとＢが各８０００株、Ｃが４０００株を有し

ていた。Ｙ社の代表取締役は、同社の創業者であるＡが務めている。なお、Ｙ社の定

款には、会社法１６０条２項・３項を排除する定めは置かれていない（同法１６４条

１項参照）。 

２ 令和６年６月５日、Ｂは、手持ち資金が必要になったことから、Ａに対し、Ｂが有

するＹ社株式のうち４０００株をＹ社に買い取ってほしいと申し出た。Ａは、Ｂに対

し、会社法１６０条２項・３項等の所定の手続を経た上でＹ社がＢから４０００株を

買い取ることにする旨を告げて、Ａは取締役会を招集し、その取締役会で、上記買取

りのための臨時株主総会を開催することなどが決議された。 

３ 令和６年７月１０日、Ｙ社は、会社法１６０条２項・３項等の所定の手続を経たも

のの、①臨時株主総会の招集通知を発しないまま臨時株主総会（以下「本件臨時株主

総会」という。）を開催した。本件臨時株主総会では、Ａ・Ｂ・Ｃが出席した上、Ｂ

から取得するＹ社株式の数を４０００株、Ｙ社株式を取得するのと引換えに交付する

金銭を４０００万円として、ＢからＹ社株式を取得する旨の議案（以下「本件議案」

という。）が審議された。②Ｃは本件議案に反対したが、Ａの賛成により本件議案は

可決された（以下「本件決議」という。）。③なお、本件決議について、Ｂは議決権

を行使しなかった。 

４ 令和６年７月１０日、Ｙ社の取締役会は、本件決議による定めに従い、Ｙ社株式  

４０００株を１株あたり１万円（取得総額４０００万円）で、Ｂから取得する旨の決

議をした。その翌日、Ｙ社は、この決議に基づいて、④ＢからＹ社株式４０００株を

取得した。 
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［設問１］ 【事実】４の下線部④によってＹ社が取得した株式を一般的に何というの

かを明らかにした上で、Ｙ社はこのように取得したＹ社株式について議決権

を行使することができるか否かについて、会社法上の根拠を示しつつ、その

実質的な理由にも触れながら説明しなさい。 

［設問２］ 【事実】３の下線部①のとおり、本件臨時株主総会の開催について株主に

対する招集通知はなされていないが、招集通知について会社法が予定してい

る規律はどのようなものかを明らかにした上で、本件臨時株主総会でなされ

た本件決議が有効か否かについて論じなさい。 

［設問３］ 【事実】３の下線部②で「本件議案は可決された」とあることに関し、本

件議案の内容とそれに必要な決議が何であるか、本件決議が株主総会の決議

要件を充たしているかについて、会社法の条文を踏まえて説明しなさい。 

［設問４］ 【事実】３の下線部③のとおり、本件決議の際にＢが議決権を行使しなかっ

た理由について、会社法の条文を踏まえて説明しなさい。 

 


